
 

 

 

 

 

 

子育て支援ニーズ調査の設問について 

 

 

１ 前回の部会（令和５年度 第２回計画専門部会）より 

 

第２回計画専門部会にて小野部会長より、「問 51『あなたは「お子さん」をたたくことがあります

か。』という設問があるが、他にも言葉の暴力などもあるため、他の暴力行為に関しても追加した

方が良いのではないか。」という意見を頂いた。 

 

２ 平成 30 年度 第３回計画専門部会より 

前回調査時も、本設問については次のように議論された。 

 

《平成 30 年度 第 2回計画専門部会会議録より 一部要約》 

 

・「たたく」という表現が使われているが、現在は言葉の暴力やネグレクト（育児放棄）等も増え

ており、「たたく」という行為だけでは把握できない。 

・一方で これまでの調査データと比較することを考えると、同じ表現のままにするべきである。 

・「『たたく』という表現を変更するべきという意見もあったが、過去データとの比較をするために

このままにして良いか」ということを次回審議会にかける。 

 

３ 平成 30 年度 第３回子ども・子育て審議会より 

前回調査時は、子ども・子育て審議会にて 前回調査時からの経年変化を追うという結論になり、 

「問 39 あなたは『お子さん』をたたくことがありますか」の設問を継続することになった。 

 

《平成 30 年度 第３回子ども・子育て審議会会議録より 一部抜粋》 

・「たたく」ということに対する認識に関する経年変化を見ていくことが良いのではないか。 

 「たたく」の表現を広げすぎると、設問の趣旨が変わってしまう。 

・前回の調査結果では、親の自己肯定感と子どもを「たたく」ことの関係性は分析にも出ている。

子育て支援を充実させることで「たたく」割合が下がっていれば支援の効果が見える。またクロス

集計を行うことで、支援をするべき層や、求められている支援がわかる。 

 

 

 

 

 

第３回計画専門部会 

令 和 ５ 年 ８ 月 １ 日 
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